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１ 審判員の大会参加について
（１）審判員の安全に留意する。

（２）大会への参加については、以下の手順で行う。
①主催者（審判委員長等）から「健康チェックシート」等を送付し、審判員として
の参加希望調査を実施
②審判員は、職場・家族等関係する方々の状況を確認の上、回答する。
③日常から健康チェックシート（自己管理用）を活用し、自身の体調管理を行う。
※主催者が「健康チェックシート」の提出を求めた場合、応じることができるよう
準備

（３）主催者が示した感染予防対策を遵守する。



２ 審判規則委員会としてのコロナ対応

①大会参加時の留意事項

◯以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせる。

・体調が良くない場合（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）

・同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合

・過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合

◯こまめな手洗い・うがい、アルコール等による手指消毒を行う。

◯他の参加者との距離（できるだけ２m以上）を確保する。



◯マスクを持参する。（不織布のマスクを推奨）

・移動時等はマスクを着用する。

・会場では、試合中以外はマスクを原則着用する。

・マスクを取る場合は、特に他の参加者等との距離（できるだけ２m以上）を

確保し、大きな声や対面での会話等は行わない。

・ミーティングは距離を保ち、短時間で行う。（あらかじめ資料はメールで

送信し、目を通しておいてもらう。）

◯大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、主催者

及び審判規則委員会に速やかに報告し対応についての指示を受ける。



②競技中の留意事項

【主・副審】

・試合前後に監督・選手との握手は行わない。またトスは、選手との距離を

保ち、短時間ですませる。

・スコアラー、他の役員及びチームメンバーとも十分距離を保ち、会話をす

る場合は、大きな声や対面にならないように配慮する。

・主催者の意向で、電子ホイッスル等で試合を進めてもよい。

・ホイッスルを使用する際は、ホイッスルカバーや不織布のマスクを着用す

る。マスクを使用する際は、１試合ごとに交換するとともに、除菌シート

等を活用し、ホイッスルを洗浄、消毒すること。

・審判員もマスク着用のため熱中症の心配があることから、セット間には給

水を行うこと。

・アリーナ上で選手に円陣は組ませないようにする。

・ベンチスタッフ、ウオームアップエリアの選手はマスク着用とする。



【スコアラー】

・会話をすることがあるので、マスクとゴム手袋を着用する。大きな声や対面での会

話は控える。（できればフェイスシールドも着用することが望ましい）

・共有物品（ボールペン等）の使用はできるだけ避ける。サイン採取時は、専用ペン

や消毒用アルコールを準備する等の工夫をする。

【ラインジャッジ】

・マスクの着用をする。できればゴム手袋も着用する。

・フラッグは、試合前後に消毒を行う。



【その他】〜競技と連携する部分

・ベンチや記録席などの試合会場のレイアウトは、密な環境を避けるため

に変更をしてもよい。

ex.ウォームアップエリアを広げる、ベンチを２列にする 等

・記録席にボールを拭く要員を置く。（ゴム手袋着用）汗でボールが濡れ

たら、（ボール専用）消毒液付きのタオルでボールを拭く。セット間に

は必ず消毒を行う。

・セット間に換気を行うこと。

・試合が終了したら、ベンチ、記録席、用具等の消毒を行うこと。できた

ら床も消毒を行い、消毒が済んだ後にチームを入場させるようコント

ロールすること。

・参加チーム数を削減し、１日あたり１コート４試合を越えないように試

合数を調整すること。



・審判の感染対策責任者は、控室等に遵守すべきチェック事項を掲示するなど、感

染拡大防止の環境整備を行う。

・宿泊を伴う大会の際は、懇親会は行わないこと。

・審判員が試合中に使用するマスクは、できれば主催者が用意すること。



公益財団法人 日本バレーボール協会　

●大会に参加を希望している人は自身の体調チェックを毎日実施してください

●毎朝、体温測定と症状（のどの痛み・咳・倦怠感・頭痛・食欲低下など）のチェックをお願いします。

●もし気になる症状が現れたときには、速やかに最寄りの病院、保健所・帰国者・接触者電話相談センターへご連絡ください。

●大会・講習会等に参加する場合、主催者の求めに応じて、この体調チェックシートを基に「提出用シート」に記載をし提出ください。

なし あり （ありの場合は具体的に） なし あり （ありの場合は具体的に）

例 6月1日 月 36.5 〇 のどの痛み 〇
感染者との濃厚接触

海外・県外等への移動　　　　等
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平均（自動計算⇒）

健康チェックシート（自己管理用）

平熱

NO 月日 曜日 起床時体温 行動記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃

体調確認（のどの痛み・咳・倦怠感・頭痛・食欲低下等）

平熱の参考としてください

味覚・嗅覚異常

1



＜基本情報＞
チーム名

又は

所　　属

代表者

連絡先

フリガナ 生年月日 西暦　　　　　年 月 日

電話番号

Eメール

アドレス

住所

＜大会当日までの体温＞

日付 起床時体温 日付 起床時体温 日付 起床時体温 日付 起床時体温

/ 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃

/ 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃

/ 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃

/ 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃ / 　 (    ) ℃

＜大会前２週間における健康状態＞　　※該当するものに「✓」を記入してください。
チェック欄

（大会参加者が未成年の場合）保護者　確認欄

保護者　氏名

電話番号 Eメールアドレス

確認日 西暦 年 月 日

⑨　その他、気になること（以下に自由記述）

③　だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がない

④　臭覚や味覚の異常がない

⑤　体が重く感じる、疲れやすい等の症状がない

⑥　新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がない

⑦　同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいない

　　 への渡航または当該在住者との濃厚接触がない

公益財団法人　日本バレーボール協会

⑧　過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要とされている国、地域等

②　咳（せき）、のどの痛み等の風邪症状がない

健康チェックシート（提出用）
本健康チェックシートは、各バレーボール協会が開催する各種大会・講習会において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、参加者の健

康状態を確認することを目的としています。

本健康チェックシートに記入いただいた個人情報について、各協会及び主催者は、厳正なる管理のもとに保管し、大会・講習会等運営関係者の健

康状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のためにのみ利用します。また、個人情報保護法等の法令において認められる場合を除きご

本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。但し、大会会場にて感染症患者またはその疑いのある方が発見された場合は、必要な範囲で保

健所等に提供することがあります。

氏名

チェック項目

①　平熱を超える発熱がない

〒
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